


全身性エリテマトーデス(systemic lupuse rythematosus)(以下 SLE と略す)は抗核抗体を

はじめとする多彩な自己抗体の出現を特徴とし、全身のほとんどの臓器を障害する代表的

な全身性自己免疫疾患である。SLE は生殖年齢の女性に好発することから妊娠との合併は

稀ではないが、SLE 合併妊娠は母児双方にとってハイリスクであり、妊娠の継続にあたっ

ては慎重な管理が必要である。


